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迫
る
期
限
の
中
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
需
給
の
ひ
っ
迫

―
蛍
光
灯
製
造
が
禁
止
さ
れ
た

背
景
は
。

２
０
２
３
年
12
月
に
締
約
さ

れ
た
国
際
条
約
「
水
銀
に
関
す

る
水
俣
条
約
」
に
基
づ
く
も
の

で
す
。
蛍
光
灯
に
は
微
量
の
水

銀
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ

の
条
約
に
基
づ
き
政
府
は
２
０

２
４
年
12
月
に
２
０
２
７
年
末

を
も
っ
て
一
般
照
明
用
の
蛍
光

灯
を
製
造
禁
止
す
る
こ
と
を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
国
際
的
な

環
境
保
護
の
枠
組
み
の
中
で
決

定
さ
れ
た
事
項
で
あ
り
、
延
期

や
撤
回
は
困
難
で
期
限
は
確
実

に
や
っ
て
く
る
こ
と
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
国

際
条
約
の
背
景
に
は
、
中
国
の

レ
ア
ア
ー
ス
戦
略
が
見
え
隠
れ

し
て
お
り
、
世
界
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

と
そ
の
原
料
の
争
奪
戦
も
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
市
早
苗
政

権
の
台
湾
を
め
ぐ
る
発
言
か
ら

中
国
の
日
本
へ
の
姿
勢
は
硬
化

し
て
お
り
、
渡
航
の
禁
止
、
水

産
物
の
輸
入
禁
止
、
自
衛
隊
機

へ
の
レ
ー
ダ
ー
照
射
な
ど
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
中
で
次
は
レ
ア

ア
ー
ス
の
輸
出
禁
止
措
置
も
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
が
そ

の
ほ
と
ん
ど
を
保
有
し
て
い
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
原

料
で
あ
る
ガ
リ
ウ
ム
の
輸
出
が

禁
止
が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
経

済
安
全
保
障
問
題
に
発
展
す
る

非
常
事
態
と
な
り
ま
す
。

―
L
E
D
化
の
現
状
を
ど
う
見

て
い
ま
す
か
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
未
曾
有
の
電
力
危
機

に
よ
り
、
政
府
は
「
あ
か
り
未

来
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
、
国

家
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
る
大
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
ま
し

た
。
民
間
で
は
相
当
の
割
合
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
進
ん
で
お
り
、
２

０
１
９
年
に
既
存
照
明
の
製
造

を
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
新
築

需
要
は
１
０
０
％
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
地
域
景
気
対
策
と
し
て

公
共
建
築
事
業
の
手
法
で
行
っ

て
い
る
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
で

は
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
ま

だ
半
分
に
も
到
達
し
て
い
な
い

の
が
事
実
で
す
。

　
残
さ
れ
た
期
間
は
２
年
を
切

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
自
治
体

が
全
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に

目
処
を
つ
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
４
０
０
を
超
え
る
自
治
体

に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
し
て
き

た
中
で
、
都
道
府
県
や
政
令

市
、
拠
点
都
市
な
ど
規
模
の
大

き
な
自
治
体
ほ
ど
課
題
が
複
雑

化
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
全

部
で
十
数
施
設
の
市
町
村
で
あ

れ
ば
、
従
来
の
公
共
建
築
方
法

で
も
対
応
は
可
能
で
す
が
、
数

百
か
ら
数
千
の
施
設
を
抱
え
る

都
道
府
県
や
政
令
市
な
ど
で

は
、
管
理
し
て
い
る
公
共
施
設

の
全
体
像
の
把
握
も
で
き
て
お

ら
ず
、
予
算
策
定
そ
の
も
の
が

困
難
で
予
算
に
計
上
す
ら
で
き

な
い
で
い
ま
す
。

―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
り
ま
す
か
。

　
ま
ず
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
で
す
。
国
内
の
蛍
光
灯
対
応

型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
生
産
能
力
と
、
全

国
に
残
る
蛍
光
灯
の
数
と
の
間

に
と
ん
で
も
な
く
大
き
な
ギ
ャ

ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
蛍
光
灯
対

応
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
昨
年
の
国
内
生
産

量
は
約
６
５
０
万
灯
で
し
た

が
、
全
国
で
は
推
定
７
億
灯
以

上
の
蛍
光
灯
が
ま
だ
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
既
に
昨
年
10
月
現

在
で
器
具
一
体
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製

品
は
今
年
の
５
月
ま
で
入
手
で

き
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今

後
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
納
期
が
ま

す
ま
す
長
期
化
し
て
半
年
待

ち
、
1
年
待
ち
と
な
る
事
態
も

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
安
定

器
が
切
れ
た
蛍
光
灯
は
半
年
間

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
で
き
ず
に
長

期
不
点
灯
に
な
る
の
で
す
。

　
２
０
２
７
年
に
近
づ
く
に
つ

れ
、
こ
の
傾
向
は
さ
ら
に
深
刻

さ
を
増
す
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
も
、
企
業
も
新

年
度
で
の
交
換
を
計
画
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ

う
が
、
一
斉
に
何
千
万
本
も
の

発
注
が
出
て
も
メ
ー
カ
ー
に
は

応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
政
府
機
関
は
既
に
次
々
と
発

注
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
全

国
の
自
治
体
が
一
斉
に
動
き
始

め
れ
ば
、
需
給
は
一
層
ひ
っ
迫

し
ま
す
。
国
内
メ
ー
カ
ー
で
の

対
応
が
不
可
能
な
こ
と
が
明
ら

か
な
ん
で
す
か
ら
、
政
府
は
す

ぐ
に
緊
急
輸
入
を
含
め
た
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
対
策
を
打
た
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
優
先
で
急
ぐ
こ
と
は

―
対
応
が
遅
れ
て
い
る
自
治
体

は
ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
重
要
な
の
は
、
現
状
把

握
と
計
画
策
定
で
す
。
各
自
治

体
が
管
理
す
る
全
施
設
の
蛍
光

灯
の
数
量
、
種
類
、
優
先
順
位

を
正
確
に
把
握
し
、
最
短
期
間

で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
計
画
を
立
て
る

こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
自
治
体
の
完
全
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
向
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
知
見
か
ら
、
リ

ー
ス
を
活
用
し
た
課
題
解
決
ア

プ
ロ
ー
チ
を
お
す
す
め
し
て
い

ま
す
。
左
頁
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
り
、
従
来
は
不
可
能
と
さ
れ

て
い
た
大
規
模
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
、
短
期
間
で
確
実

に
実
現
で
き
ま
す
。

―
予
算
面
で
の
課
題
に
ど
う
対

応
で
き
ま
す
か
。

　
起
債
や
交
付
金
に
頼
ら
ず
、

民
間
手
法
の
リ
ー
ス
モ
デ
ル
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
公
共
の
考

え
方
は
忘
れ
て
民
間
に
委
託
す

る
こ
と
で
、
予
算
面
で
も
工
程

面
で
も
解
決
で
き
ま
す
。

　
リ
ー
ス
期
間
は
５
年
～
10
年

で
支
払
い
を
分
割
す
れ
ば
、
新

規
の
初
期
投
資
は
不
要
で
す
。

リ
ー
ス
期
間
中
の
月
々
の
支
払

い
を
、
電
気
料
金
の
削
減
分
で

相
殺
で
き
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

実
質
的
な
負
担
を
抑
え
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は

蛍
光
灯
と
比
較
し
て
70
～
80
パ

ー
セ
ン
ト
の
電
力
削
減
が
期
待

で
き
る
た
め
、
中
長
期
的
に
は

確
実
に
コ
ス
ト
削
減
効
果
を
実

現
で
き
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
ス

期
間
中
は
メ
ー
カ
ー
保
証
に
よ

り
修
繕
費
が
か
か
ら
な
い
こ
と

も
経
費
削
減
の
大
き
な
魅
力
と

な
り
ま
す
。

―
環
境
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

大
幅
な
電
力
削
減
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
が
可
能
と

な
り
、
自
治
体
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
を
一
気
に
達

成
さ
せ
ま
す
。
電
気
料
金
の
削

減
範
囲
内
で
分
割
払
い
す
る
の

で
す
か
ら
、
お
金
の
か
か
ら
な

い
脱
炭
素
戦
術
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
発
熱
量

が
少
な
い
た
め
、
特
に
夏
季
に

お
い
て
は
空
調
負
荷
が
軽
減
さ

れ
、
冷
房
費
用
の
削
減
効
果
も

期
待
で
き
ま
す
。

―
自
治
体
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ま
だ
２
年
あ
る
」
で
は
な

く
「
も
う
２
年
し
か
な
い
」
と

い
う
危
機
感
を
持
っ
て
、
今
す

ぐ
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
こ
れ
は
単
な
る
照
明

の
交
換
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
灯
り
」
と
い
う
社
会
機
能
を

守
る
、
地
域
の
安
全
・
安
心
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
重
要
な

使
命
だ
か
ら
で
す
。

　
ま
ず
今
年
度
の
補
正
予
算

で
、
学
校
や
病
院
、
地
下
街
な

ど
緊
急
性
の
高
い
施
設
だ
け
で

も
着
手
す
る
べ
き
で
す
。
そ
し

て
来
年
度
は
着
実
に
残
り
の
全

施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い

く
。
た
だ
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

確
保
が
今
後
ま
す
ま
す
困
難
に

な
る
た
め
、
全
国
知
事
会
や
市

長
会
を
通
じ
て
国
に
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
緊
急
対
策
や
財
政

出
動
を
求
め
る
こ
と
も
必
要
で

し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
よ
う
な
専
門
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
連
携
す
れ
ば
、

効
率
的
で
確
実
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
基
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

最
適
な
解
決
策
を
提
案
し
ま

す
。
照
明
の
２
０
２
７
年
問
題

を
知
ら
な
い
経
営
者
の
方
た
ち

も
ま
だ
大
勢
い
ま
す
。
地
域
の

経
済
界
、
産
業
界
、
住
民
の
皆

さ
ん
へ
の
説
明
も
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　
日
本
中
の
灯
り
を
消
さ
な
い

た
め
、
地
域
の
灯
り
を
守
る
た

め
に
、
私
た
ち
も
全
国
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
覚
悟
を
持
っ
て
こ

の
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
政
府
が
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
締
結
を
受
け
、
2
0
2
7
年
末
で
す
べ
て
の
蛍
光

灯
製
造
を
禁
止
す
る
政
令
改
正
を
閣
議
決
定
し
て
か
ら
1
年
。
国
内
メ
ー
カ
ー
が
製
造
を
終

了
す
る
ま
で
2
年
を
切
っ
た
現
時
点
で
既
に
L
E
D
の
品
不
足
が
始
ま
っ
て
い
る
。
膨
大
な

照
明
を
安
定
器
の
寿
命
が
来
る
ま
で
に
L
E
D
化
し
な
い
と
停
電
の
危
機
が
迫
る
。

　
全
国
4
0
0
以
上
の
自
治
体
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
し
、
50
以
上
の
自

治
体
で
官
民
2
千
件
以
上
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
完
了
さ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式

会
社
あ
か
り
み
ら
い
の
越
智
文
雄
代
表
は
「
早
く
政
府
が
対
策
を
取
ら
な
い
と
、
全
国
的
に

不
点
灯
が
発
生
す
る
非
常
事
態
が
起
き
か
ね
な
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

株
式
会
社
あ
か
り
み
ら
い
代
表
取
締
役

越
智

　文
雄
氏

【札幌本社】北海道札幌市北区北11条西2-2-17 セントラル札幌北ビル4階
【東京支社】東京都中央区日本橋室町1-2-6 日本橋大栄ビル7階
【大阪支社】大阪府大阪市北区梅田2-2-2 ヒルトンプラザウエストオフィスタワー18階
【富山営業所】富山県富山市桜橋通り3-1 富山電気ビルディング本館2階
【沖縄あかりみらい㈱】沖縄県那覇市久茂地2丁目19-5

10億円

公共建築単価

3.3億円 3300万円/年
単年度予算化不能 約３分の１に

（あかりみらい試算）
単年度予算化可能

※イメージ（10年分割の場合）

※10年分割の場合
（10年分割の場合）

公共単価積算 民間相場に リースで10年分割

電気料金削減額

リース
支払額

「民活」ならば「公共工事」では不可能な全施設LED化が可能に

※10年分割の場合

リースならば新規予算不要で10年間の修繕費がゼロ円に

LED照明化 削減コストの一部を導入費に

財政メリット
修繕費 削減修繕費

従来照明の
電気料金

電気料金
削　減 LED照明

分割払いに充当

LED照明の電気料金LED照明の電気料金

現状照明の場合

電気代削減の範囲内で
支払うので新規負担なし

照明配置図

特許取得図面データから即読み取り試算

スマホで
撮影して
図面を
送るだけ

※10年分割の場合

特許取得 無料で
全施設を
見積り

スマホで
撮影して

送るだけ
見積りが出来て
始めて検討が
始まる

国内大手リース会社
地元リース会社

国内大手LED照明器具メーカー
最新・最適の高効率LED照明機材

LED化工事統括管理 LED化資材確保

地元電気工事業界

オリジナル
プログラムによる
試算書提示

コンソーシアム契約

特許取得

10年間
メーカー保証

コストダウン
大量一括発注

短期間
集中完工

全施設一括LED化サービスの仕組み 1～3カ月 5年～10年

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

リースを活用した一括LED化の流れとスケジュール

明
説
果
結
算
試

約
契
本
基

事
工
備
設

打
ち
合
わ
せ（
W
e
b
セ
ミ
ナ
ー
）

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
競
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あかりみらい 検 索
株 式 会 社 あ か り み ら い

フリーダイヤル受付（平日9時～17時30分）
0120-760-814

お問合せはこちらお問合せはこちら

自治体一括LED化と空調の自然冷媒ガス交換に関するオンラインセミナーを開催します。
財源確保、環境問題、地域活性化などに寄与する明るいまちづくりを目的にエネルギーコン
サルタントの観点からアドバイスしています。 民間企業・団体の方もお気軽にどうぞ。

セミナーコンテンツ
・2027年問題への対応策  ・電気料金高騰対策  ・脱炭素対策
・モノが足りない、ヒトが足りない、カネが足りない
・図面からの試算方法　・全国自治体試算例・注意点 
・自然冷媒で電気料金半額　・自然冷媒ガスで温室効果ガスが削減
・法定点検が改正　・設備寿命長期化　・安全な低圧ガス
　　　　　　　　　　　　　　　　他あらゆる質問にお応えします。

セミナー開催スケジュールや受講のお申込みはこちらをご覧ください

無料進呈
参加無料

自治体向けLED化マニュアル 企業向けLED化マニュアル 空調自然冷媒化マニュアル

2027年12月に全ての蛍光管が製造禁止に

コンパクト蛍光管
2025～26年製造終了

直管蛍光管
2027年製造終了

安定器
2019年製造終了


